
子ども食堂 やまちゃん

令和5年度 坂戸市提案型協働事業実践報告会

開催:令和6年2月1日



目的１ 子ども食堂のない地域での移動型子ども食堂の開催
を通して、地域の子どもたち等への無料お弁当配付
活動

目的２ 子ども食堂の活動や取り組みについての認知を広め、
協力者や支援者の発掘をすることにより、団体運営
の安定化

市内の子ども食堂との連携をおこない、食材の共有
や運営方法の共有を通して、持続可能な団体活動を
目指す

目的３



移動型子ども食堂の開催
～1,000食配付プロジェクト～

【開催エリア】
浅羽野小・入西小
南小・千代田小

【開催内容】
開催:10月～2月
合計:5か月×2回
配付数:100食/1開催

【配付方法】
・生活に課題を抱え
る世帯や子ども ※1

・一般市民や子ども

※1 フードパントリー活動団体と協働開催を実施
（配布対象:ひとり親家庭等の世帯）



ポスター掲示、チラシ配架、広報さかど、HP、その他SNS
でのイベント周知

会場の借上げ（開催拠点地との交渉の結果、場所が借りら
れない場合、公共施設を借りる）

フードロス削減の取り組みに賛同していただける企業、個
人の方への周知
※地域住民（個人）、フードバンク、生産者（農林･水産・
畜産関係者）、商店・スーパー、食品メーカー、飲食店
など
事業実施に対する助言



活動実績が評価され、定期的な食材の寄付ルートの確保や
協力者とつながることができた

他の子ども食堂団体間の連携及び行政との協働体制をつく
ることができた

他団体との協働実践により、ニーズのある家庭や子どもへ
のお弁当配付活動が実施できた

地域住民への周知活動により、子ども食堂の活動団体を
知ってもらう機会となった

地域の資源（開催会場として提供してくださったウエルシ
ア様）とつながることができた



※ 実践報告のための活動記録として撮影許可をいただいています



子ども食堂の認知度

聞いたことがない 聞いたことはある
市内の団体を知っている 関わったことがある



坂戸市内に子ども食堂の活動をしている団体があることを
はじめて知った。市の取り組みに市民としてもうれしい。

自分にできることがあれば協力したい。
どのように支援をしたらよいのか知ることができたことは
嬉しい。今後も活動をしてもらえるよう、身近なところで
できることは支援したい。

夏休みなどの⾧期休暇の時の食事に悩むことが多く、苦労
することがある。子ども食堂と学童が連携をするなど、さ
らなる活動を期待したい。

市民の声を聴くきっかけになったり、活動を知っていただくことができた。



課題 対策

01

02

03

01

02

03

情報発信

協力者の確保

持続可能な体制構築

PR活動の強化

ボランティア確保の対策

補助金ありきの開催となり、自走する
仕組みの構築ができていない

開催時、ボランティア確保のための
活動が行き届かなかった

活動財源の確保の強化

開催告知と対象者へのお知らせや
発信活動の遅延

事業に関するお知らせや発信方法等の
見直しを行う

今年度の事業実践を実績とし、ボラン
ティア確保に向けて取り組む

自走できるための仕組みや体制構築を
行い、持続可能な事業につなげる



団体名 子ども食堂やまちゃん

（収　　入）

区分 予算額（円）

補助金 100,000

自己資金 100,000

2023年度寄付金 80,000

合　　計 280,000

（支　　出）

区分 決算額（円）

報酬費 12,000

食材費 88,927

印刷製本費 12,440

備品購入費 0

車両借用費 1,920

需用費 31,822

合　　計 147,109

・お弁当容器21,832円
・事務用品（コピー用紙3,990円、のし印刷200枚×30円
=6,000円）

説明

ボランティア謝礼（日当・交通費）
10・11・12月（計6回）×（@1,000×2人）=12,000

10月24,468円、11月39,906円、12月24,553円

・ポスター印刷費4,610円
・チラシ等印刷費7,830円

・のぼり旗製作費
・のぼり旗専用台、ポール購入

ガソリン代（1キロ50円）
ウエルシア浅羽野6.6、ウエルシア柳町4.0、ウエルシア若葉
駅東口6.8、トヨペット7.2×2回、筑坂高校6.6×1回

坂戸市提案型協働事業収支予算書

説明

坂戸市提案型協働事業補助金

前年度活動資金繰越金

7月～2月分（1か月10,000円×8か月）



ご清聴いただきありがとうございました。


